
福 島 の 今 

2015年11月13日 

 

みちのく復興・学び支援隊 

安倍 隆（農61卒） 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
東北大学同窓会北海道連合会の有志メンバーによる「みちのく復興・学び支援隊」の活動の一環として、福島を訪問した結果を基に「福島の今」を報告します。



みちのく復興・学び支援隊 

2011年 
石巻高校訪問・図書寄贈 
チャリティコンサート（東北大へ寄付） 

2012年 
現地（八戸、石巻、気仙沼）報告会 
河北新報編成局長の武田真一氏講演会 

2013年 
被災地ツアー＜宮城県＞ 
東北大学、石巻市、名取市 

2014年 
被災地ツアー＜岩手県＞ 
釜石市、大槌町、陸前高田市 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
「みちのく復興・学び支援隊」は今までに次の活動をしてきた。



全国生涯学習ネットワークフォーラム2015福島大会 
フィールドワーク・ラーニング（11月10日） 

福島市→相馬市→広野町→楢葉町→富岡町→大熊町→双葉町→浪江町 

福島大学 
うつくしまふくしま 
未来支援センター 
特任研究員 開沼 博 氏 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
常磐自動車道：平成27年3月全線開通（東京から仙台まで、海沿いの高速道路でもつながった）
国道６号線：平成26年9月全線開通

ただし、帰還困難地域内の道路では、停車することはもちろん、徐行もできない。放射線量も車内でも約5μSv/hとなる場所もあった。



避難指示区域の今 

帰還困難地域 
 
居住制限区域 
 
避難指示解除準備区域 

ambai
ノート注釈
■帰還困難地域
・放射線量が非常に高いレベルにあることから、バリケードなど物理的な防護措置を実施し、避難を求めている区域。
・特別な許可がなければ、立ち入りできない。国道には検問がある。
・現在の放射線の年間積算線量が50ミリシーベルトを超えており、5年後も20ミリシーベルトを下回らない可能性のある地域。

ambai
ノート注釈
■居住制限区域
・将来的に住民の方が帰還し、コミュニティを再建することを目指して、除染を計画的に実施するとともに、早期の復旧が不可欠な基盤施設の復旧を目指す区域。
・その地域に住むことはできないし、許可がなければ泊まることもできない。お店を開いて商売もできない（例外的に復興作業に必要なガソリンスタンドなどは開くことができる）。
・特別な許可がなくとも自由に入ることができ、自動車で通ることも、車から降りて歩くこともできる。
・放射線の年間積算線量が20～50ミリシーベルトの地域。

ambai
ノート注釈
■避難指示解除準備区域
・復旧・復興のための支援策を迅速に実施し、住民の方が帰還できるための環境整備を目指す区域。
・特別な許可がなくても入ることができる。特別な許可がなければ自宅などに泊まることはできないが、会社や店を開くことはできる。



避難指示区域の今 

（帰還困難地域） 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
国道6号線を走行しながら撮影したもの（この写真の撮影は2015年1月であるが、現在も同じような状況）。
この辺りは家々の前にバリケードがあり、中に入ることも出来ない。
横道にもバリケードがあり、道によっては警備員がいる。



避難指示区域の今 

約10万8千人が家に戻れない 
（居住制限区域 富岡町） 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
居住制限区域の富岡町のJR富岡駅周辺で撮影したもの。

平成24年5月の16万5千人をピークに、徐々に帰還が進んでいるが、今でも約6万3千人が県内避難、4万5千人が県外避難中。
福島県の人口は震災直前に約200万人、現在は190万人（ほぼ札幌と同じ規模）



除染の今 

（楢葉町） 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
福島の今を語る上で、大きな要素の一つが「除染」。
放射性物質がついている土や落ち葉などをかき集め、大きな袋（フレコンバック　約１ｔの土が入る）に入れて、集めてある。
福島県内の様々な場所で異様な光景となって、そこにある。

この写真は、楢葉町の天神岬から見たもの。この黒い一つ一つがフレコンバック。




除染の今 

（飯舘村） 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
国による除染を行っているのが、飯舘村。
農地の除染も行っており、除染によって出た廃棄物の量は膨大で、飯舘村内のいたるところに、こうした黒い袋がある。
（この写真は2014年12月に訪問して撮影したもの）

第一原発周辺にはこうした廃棄物を保管するため、東京ドーム18個分の中間貯蔵施設を建設の予定はあるが、難航している。




除染の今 

除染情報プラザ（福島駅前） 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
福島駅前には環境省と福島県が共同で「除染情報プラザ」を開設し、除染や放射線についての情報発信をしている。
http://josen-plaza.env.go.jp/
（福島市に行った際には、訪問してもらいたい場所の一つ）

住宅で43万2千戸を計画して26万4千戸：61％が完了
公共施設は、9000個を計画して8000個：90％完了



東京電力福島第一原発の今 

汚染水対策・燃料取出し 
デブリ取出し・廃炉処理 

（大熊町・双葉町） 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
国道6号線から見える東京電力福島第一原発。ほんの数km先にある。

中には入れないので詳細は分からないが、汚染水対策や燃料取出し、デブリ取出し、廃炉処理などが行われている。




あのＪヴィレッジの今 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
第1原発から南に20kmに位置する「Jヴィレッジ」
サッカーのグラウンド10数面を有するスポーツ施設（東電が作って、県に寄贈していた）であった。
第一原発およびオフサイトセンターが機能不全となってから、ここが自衛隊や消防、東電、行政、作業員たちの最前線基地として物資の中継やサーベイと除染などの役割を果たしてきた。

今でも、物資（水、防護服、食糧）の中継や、原発作業員たちの中継地となっているが、この写真のように、当時の戦場のような様子は見られない。
ここでは、食堂で昼食を食べながら、東京電力の方からお話を聞くことができた。




あのＪヴィレッジの今 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
Ｊヴィレッジの建物から見た、以前はサッカーグラウンドだった場所。
原発作業員の車が止めてある。
第一原発の敷地は、汚染水のタンクだらけになっていて、車を止める場所がないので、原発作業員はＪヴィレッジに集まり、ここからバスで作業場所に移動する。

平成30年には、Ｊヴィレッジを元のスポーツ施設として復旧させて、県に返す予定である。
http://j-village.jp/




自然エネルギーの実験場 

世界最大の浮体式洋上風力発電設備 

（楢葉町 天神岬から） 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
福島が「自然エネルギーの実験場」となっていることを実感した。

これは、太平洋沿岸20ｋｍに浮かぶ世界最大の浮体式洋上風力発電設備。
http://www.fukushima-forward.jp/




自然エネルギーの実験場 

（南相馬ソーラー・アグリパーク） 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
南相馬ソーラー・アグリパーク
自然のエネルギーを実体験するための学習プログラムを提供する施設。太陽光発電所と実際に野菜を生産している植物工場を舞台に、子どもたちが仕事の体験などができる。
http://minamisoma-solaragripark.com/

（この写真は2014年1月に訪問した時のもの）




自然エネルギーの実験場 

（福島駅コンコース） 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
JR福島駅はエコステーション（エコステ）となっている。
https://www.jreast.co.jp/eco/ecostation/
有機薄膜太陽電池や地中熱のヒートポンプなどもある。
駅の太陽光発電量は日本一という。




自然エネルギーの実験場 

（福島駅コンコース） 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
新幹線のホーム内には、再生可能エネルギー情報館が開設されていた。
http://www.pref-f-svc.org/archives/7608




あの時のままの風景 

（富岡駅前） 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
自然エネルギーなどの取組が進んでいる一方で、時が止まったような風景も見られる。
この写真は、居住制限区域の富岡町の駅前の風景。
人が入れるようになったのは昨年。しかし、いまだにこの状態。あの時から時間が止まったよう。
除染の方針がまだはっきりしていないので、手が付けられていないと聞いている。

帰還困難区域では、当然この風景が広がっていると思われる。



あの時のままの風景 

（富岡駅前） 



あの時のままの風景 

（富岡駅前） 



あの時のままの風景 

（富岡駅前） 



あの時のままの風景 

（富岡駅前） 



あの時のままの風景 

（富岡駅近く アトム寿司） 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
この回転すし屋（アトムというネーミングに、原発に対しての地域の意識を感じられる）は、国道6号線沿いで、津波の被害は免れた。
しかし、テーブルの醤油皿やお茶碗が、突然の避難を物語る。



保養相談会 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
私が福島を訪問していた同じ日には、「保養や移住に関する相談会」が開催されていた。
少しでも放射線量の低い場所に行きたい、放射線のことを気にせずに思い切り子どもたちを遊ばせたい、放射線に対する不安を語り合いたいなど、様々な悩みを抱えている人々が多いことも事実である。



一言では語れない福島 
 復興はしている／していない 

 普通の暮らしに戻っている／戻っていない 

 放射線量は安全なレベル／危険 

 避難への支援はまだ必要／もう十分 

 時が止まっている／動いている 

 福島はもうダメ／最先端 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
どこを見るか、だれと話すかで、福島の印象は違ってくる。



福島には今、誰かの力になるため
に自分の力を惜しみなく使って行
動している「カッコいい大人」た
ちが、世界で一番集まっている。 

新しい『学び』をふくしまから～みんなを笑顔にするために～ 
         一般社団法人ふくしま学びのネットワーク 

            理事・事務局長 前川 直哉さん 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
「新しい『学び』をふくしまから～みんなを笑顔にするために」というテーマで、ふくしま学びのネットワーク理事・事務局長の前川直哉さんのお話を聞いた。
---------
あの時、福島の大人たちは子どもたちを守るために必死でした。自分がどうなるかわからない中で、本気で子どもたちのことを考えて行動しました。
子どもたちが今、前向きなのは、あの時の大人たちのおかげだと思います。自分のためではなく、誰かの力になることが、人として大切なのだと知ったわけです。そして、他人の役に立つためには、そのためのスキルや知識、技が必要であること気がつきました。
福島には今、誰かの力になるために自分の力を惜しみなく使って行動している「カッコいい大人」たちが、世界で一番集まっています。
福島の子どもたちは、その姿を見ています。その大人たちの思いを引き継ぎ、福島を笑顔溢れる町にするために学んでいます。福島が学びの先進県なる日は近い。
他の都道府県の人たち、特に若い人たちには、ぜひ福島に来て、そうした「カッコいい大人たち」や子どもたちに会ってほしい。それが、自分たちのこれからの学びのモチベーションになるはずだから。」
---------
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